＝第42回明治学院大学対校戦結果・7月1日・大井陸上競技場＝

3種目で大会新記録樹立・ハイレベルな試合を制す！！

総合成績　　　　　　東京経済大学　34勝8敗

総合順位　　　　　　優勝・東京経済大学　　　　２位・明治学院大学

総合得点　　　　　　　　　38点　　　　　　　　　　　18点

トラック得点　　　　　　　20点　　　　　　　　　　　12点　　　

フィールド得点　　　　　　18点　　　　　　　　　　　 6点
＜対校＞

100ｍ　　　　瀬戸口直雅（2年）　　　　 11秒2　　　　 　2位

　　　　　　 奥野　達也（3年）　　　　 11秒3　　　　 　3位

　　　　　　 細澤　和真（2年）　　　　 11秒6　　　　　 5位

400ｍ　　　  山田　雄貴（1年）　　  　 51秒7　　　　　 2位

　　　　　　 小幡　佑太（3年）　　　　　52秒3　　　　　4位

　　　　　　 池田　泰明（3年）　　　　　53秒2　　　　　6位

1500ｍ　　　増田　　啓（1年）　　　　　4分15秒5　　　 1位

　　　　　　 瀬川　陽平（1年）　　　 　 4分17秒5　　　2位

　　　　　　 斉藤　博俊（2年）　　　　  4分28秒4　　　6位

5000ｍ　　　大塚　統彦（2年）　　　　　15分28秒5　　　1位

　　　　　 　柱　　欽也（2年）　　　　　15分50秒1　　　2位

　　　　　　 金子　政春（1年）　　　　　16分45秒4　　　3位

4×100ｍ　　瀬戸口・奥野・荒・山田　　　42秒8　　　　　 2位

4×400ｍ　　細澤・斉藤敦・池田・瀬戸口　3分20秒1　　　 1位　大会新

走高跳　　　大出　拓人（3年）　　　　　 1ｍ95　　　　　　1位

　　　　　　関野山慎治（2年）　　　　　 1ｍ90　　　　　　2位　自己新

　　　　　　古家　嗣久（1年）　　　　　 1ｍ70　　　　　　4位

走幅跳　　　古家　嗣久（1年）　　　　　 6ｍ45　　　　　　2位

　　　　　　佐藤　高人（3年）　　　　　 6ｍ38　　　　　　3位

　　　　　　佐野　貴行（3年）　　　　　 6ｍ36　　　　　　4位

砲丸投　　　山本　健介（2年）　　　　　 11ｍ71　　　　　 1位

　　　　　　関野山慎治（2年）　　　　　 8ｍ52　　　　　　2位

　　　　　　木戸　勇輔（1年）　　　　　 7ｍ85　　　　　　4位

槍投　　　　山本　健介（2年）　　　　  60ｍ65　　　　　1位　大会新・自己新

佐野　貴行（3年）　　　　　43ｍ24　　　　　2位

関野山慎治（2年）　　　　　31ｍ75　　　　　5位

＜オープン＞

100ｍ　　　佐野　貴行（3年）　　　　　12秒3

　　　　　  糠信　一総（1年）　　　　　12秒9

100ｍ女子　田村　友紀（4年）　　　　　14秒5

1500ｍ　　 大塚　統彦（2年）　　　　　4分13秒3

　　　　　　小山田典洋（1年）　　　 　4分17秒3

　　　　　　金子　政春（1年）　　　　 4分29秒9

　　　　　　朝比奈　秀（4年）　　　　 4分34秒6

　　　　　　斉藤　敦士（4年）　　　　 4分48秒0

5000ｍ　　 瀬川　陽平（1年）　　　　　16分20秒1

 小山田典洋（1年）　　　　　17分01秒0

　　　　　　斉藤　博俊（2年）　　　　　17分04秒8

　　　　　　朝比奈　秀（4年）　　　　　17分17秒7

　　　　　　増田　文彦（4年）　　　　　18分37秒3

走高跳　　　廣田　康大（1年）　　　　　1ｍ90

　　　　　　佐藤　高人（3年）　　　　　1ｍ65

　　　　　　佐野　貴行（3年）　　　　　1ｍ50

　　　　　　江尻　大朗（コーチ）　　　　1ｍ90

走幅跳　　　関野山慎治（2年）　　　　　5ｍ77

　　　　　　廣田　康大（1年）　　　　　5ｍ75

槍投　　　　大出　拓人（3年）　　　　　43ｍ05

　　　　　　廣田　康大（1年）　　　　　37ｍ29

· 4×400ｍリレー（東経大）・走幅跳（明学大・石見）・槍投（東経大・山本）の3種目で大会新記録が樹立され近年にないハイレベルな対校戦となった。100ｍ・200ｍ4×100ｍリレーを制するなど事前に劣勢が予想された明治学院大学の気迫が好記録続出の原因である。

短距離種目では唯一4×400ｍリレーでわがチームが大会新記録を樹立した。実に13年ぶりの記録更新だ。今回、見るべきものが無かった短距離陣だが最後に意地を見せてくれた。1500ｍ（増田）・5000ｍ（大塚）は危なげなく優勝してくれた。

ｍた、怪我で走れていなかった朝比奈（4）・柱（2）・小山田（1）も徐々に復調してきた。走高跳は予想外の好記録が出た。春先に肉離れを起こしようやく練習ができる状態になった大出（3）が1ｍ95を跳び見事優勝！関野山（2）・廣田（1）も1ｍ90を跳び自己新記録を達成した。槍投げ山本（2）は大会新・自己新記録の60ｍ65で優勝した。来週の佐賀県国体選考大会に向け良いイメージで望むことができる。

好記録続出の大会、公認大会でないのが何とももったいない。今後の公認化も検討。
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